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講演内容

○平成30年7月豪雨災害の概要

○水道施設の被害状況

○水道施設の復旧及び応急給水活動

○まとめ

広島市水道局マスコットキャラクター
じゃぐっちー



気象状況 平成３０年７月５日～８日

梅雨前線に向けて多量の水蒸気を含む空気が流入

↓

西日本を中心に長期間かつ広範囲で記録的な大雨

７月６日 １８：００ ７月６日 １９：００ ７月６日 ２０：００

日本気象協会より広島県

● 局地的には線状降水帯も形成



広島市の降雨状況

観測史上最多の

４０７ｍｍを記録

４８時間雨量

広島の１時間降水量

７月６日 １８：００

・７月５日朝から継続的に強い雨が降り、６日夕方はさらに雨が強まった。

・６日１９：４０に、大雨特別警報が発表された。（広島市では初）

・４８時間雨量はこれまでの記録を更新、７月平年降水量の１．６倍の雨が降った。

広島地方
気象台より



広島市の体制
日付 時刻 内容

７月５日（木） 09：21 大雨警報 発表

７月６日（金） 10：06 洪水警報 発表（7月5日16：33発表、同日21：46に解除後の再発表）

12：30 広島市災害警戒本部を設置

14：05 土砂災害警戒情報 発表
広島市災害対策本部 設置
各区災害対策本部 設置（佐伯区から順次設置）
水道局事故対策本部 設置

19：40 大雨特別警報 発表
広島市及び各区災害対策本部 職員全員体制に移行

７月７日（土） 10：50 大雨特別警報 解除（大雨警報 発表）

13：30 広島市及び各区災害対策本部 職員全員体制を解除

15：35 洪水警報 解除

７月９日（月） 04：00 土砂災害警戒情報 解除

04：23 大雨警報 解除

11：30～ 一部の区災害対策本部 廃止

８月１０日（金） 水道局事故対策本部 廃止

１１月１日（木） 09：00 広島市災害対策本部、すべての区災害対策本部 廃止
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広島県の内訳（計109人）

呉市 ２５人

広島市 ２３人

坂町 １６人

東広島市 １２人

熊野町 １２人

三原市 ８人

竹原市 ４人

尾道市 ２人

福山市 ２人

府中市 ２人

安芸高田市 ２人

海田町 １人

広島県の内訳

平成30年11月6日現在

人的被害（死者数）



講演内容

○平成30年7月豪雨災害の概要

○水道施設の被害状況

○水道施設の復旧及び応急給水活動

○まとめ



水道の被害について

○管路 38か所

→落橋や道路損壊等による管路流失や折損等

○施設（配水池・ポンプ所等） 23か所

→敷地内への土砂流入、法面の一部崩壊等

○断水（H30.7.6～8.10） 最大13,300世帯



A地区

B地区

C地区

広島市水道事業
給水区域図

水道施設の被害について

管路被害 38か所

施設被害 23か所

合計 61か所

水道局
基町庁舎

広島駅

安佐北区白木地区

安芸区瀬野川地区
安芸区阿戸地区
安芸郡府中町地区

安芸区矢野地区
安芸郡坂町地区



管路の被害（38か所）

主な原因 被害の状況

道路損壊 管路の折損、流失、露出 28か所

落橋 管路の折損、流失、変形 7か所

河川増水 管路の折損、流失 3か所



管路の被害（A地区）

落橋した橋梁と流失した添架管

配水管 K形 φ300 S.60 L=150m

3,100世帯

添架管流失か所

配水池

A地区



損壊した道路

管路の被害（B地区）

損壊した道路と折損した管路

配水管 T形 φ150 H3 L=200m



管路の被害（B地区）

損壊した道路と露出した管路

配水管 M形 φ500 S40 L=60m

配水管 NS形 φ200 H15 L=60m



管路の被害（B地区）

損壊した橋梁と変形した管路

送水管 SⅡ形 φ100 H2 L=40m



管路の被害（B地区）

損壊した道路と露出した管路

配水管 T形 S60 φ100

仕切弁ボックス

消火栓



施設の被害（23か所）

主な原因 被害の状況

土砂崩れ
河川増水

・施設敷地内への土砂流入
・施設敷地内の法面崩壊
・配水池基礎の露出等

19か所

設備故障 3か所

河川へのごみ
等の混入

取水口の閉塞 1か所



施設の被害（B地区 配水池）

配水池
（V=200m3 S56 RC造）

法面崩壊か所

配水池敷地法面
の崩壊



施設の被害（B地区 配水池）

配水池敷地内への土砂流入
配水池上屋
（V=800m3 S50 RC造）

流れ落ちてきた
プレハブ



施設の被害（C地区 ポンプ所）

写真提供：株式会社パスコ

ポンプ所建屋

ポンプ所敷地内へ土砂流入
建屋内部の浸水



施設の被害（C地区 ポンプ所）

ポンプ所（S55）

堆積土砂

ポンプ所敷地内へ土砂流入
建屋内部の浸水

1
.8

m

ドアの開閉不可
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○平成30年7月豪雨災害の概要

○水道施設の被害状況
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○広島市の災害対応

１ 管路の復旧

２ 施設の復旧

３ 応急給水活動



管路の復旧（A地区）

落橋した橋梁と流失した添架管

配水管 K形 φ300 S.60 L=150m



仮設配管布設ルート図
管路の復旧（A地区）
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仮設配管 GX形φ150
（橋梁上の露出配管）

管路の復旧（A地区）



管路の復旧（A地区）

仮設配管 GX形φ200
（右岸側の露出配管）



管路の復旧（A地区）

仮設配管 GX形φ200
（左岸側の露出配管）

充水・通水・洗管
に約1週間

仮設管布設か所

配水池

A地区



管路の復旧（Ｂ地区）

水道配水用
ポリエチレン管
φ100（露出配管）

復旧前 仮設配管



復旧前 仮復旧（大型土のう設置）

管路の復旧（Ｂ地区）

Φ500

Φ200



復旧後復旧前

管路の復旧（Ｂ地区）



○広島市の災害対応

１ 管路の復旧

２ 施設の復旧

３ 応急給水活動



配水池（RC造 V=200m3）

施設の復旧（B地区 配水池）
法面の仮復旧（養生）

養生前 養生後



配水池（RC造 V=200m3）

法面の仮復旧（吹付）

施設の復旧（B地区 配水池）



GL=50.7m
Q=0.476m3/min

清水ヶ丘ﾎﾟﾝﾌﾟ所

HWL=+117.48m
LWL=+114.48m

V=200m3

清水ヶ丘配水池

P

P

被災前の配水系統

HWL=+110.35m
LWL=+107.35m

V=200m3

被災

堂所配水池の系統

清水ヶ丘配水池の系統

堂所配水池

施設の復旧（B地区 配水池）



HWL=+117.48m
LWL=+114.48m

V=200m3

清水ヶ丘配水池

P

P

仮設加圧ポンプ
Ｑ=0.27m3/分

・他の配水系統への切替え
・仮設加圧ポンプの設置（高台地区）

堂所配水池の系統

仮設加圧ポンプの系統

HWL=+110.35m
LWL=+107.35m

V=200m3

堂所配水池

高台地区

被災

施設の復旧（B地区 配水池）



仮設加圧ポンプの設置

既存の清水ヶ丘ポンプ所内に設置

施設の復旧（B地区）



施設の復旧（C地区 ポンプ所）

ポンプ所建屋

復旧前

土砂の撤去
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断水世帯数の推移

8/10
給水区域内全域で断水解消

7/20
断水600世帯
(約2週間で95％の断水解消)

7/8
最大断水13,300世帯

断水期間 35日間



○広島市の災害対応

１ 管路の復旧

２ 施設の復旧

３ 応急給水活動



応急給水活動

（１） 給水車

・期間 平成30年7月7日～8月10日

・場所 小・中学校
公園
福祉センター等 延べ２５か所

・給水車 12台



【運送会社】【小学校の給水栓】

（２） 災害対応用給水栓（６か所）

応急給水活動



（３） ボトルドウォーターの配布
① 生活避難場所等への配布 ７，７００本

② 病院への配布 １，０００本

③ ボランティアへの配布 １，８００本

（４） 病院への対応
経緯

7月6日
7月8日～10日
7月13日～16日
7月16日午後

土石流により病院敷地内の受水槽が損壊
病院からの要望によりボトルドウォーターを提供
給水車等による運搬給水を実施
病院敷地内に仮設給水栓を設置

応急給水活動

飲んでみんさい広島の水(500ml)



応急給水活動

・本市に対し給水場所等の提供について申出
・給水場所及び給水車の充水場所として使用

使用場所 使用目的 使用期間 使用方法

向原生涯学習センター 給水場所
充水場所

7/11～7/21 屋外給水栓（6栓）
消火栓1か所

・本市との「応援給水の実施に関する覚書」に基づき消火栓使用を要請
使用場所 使用目的 使用期間 使用方法

押込西平町 充水場所 7/9～7/16 消火栓1か所

・安芸郡坂町（本市給水区域）に対し災害協定に基づき応急給水について申出
活動場所 活動期間 活動内容

坂町上条児童遊園地 7/14～7/16 給水車1台・職員2名を派遣

（５）他都市からの応援

○安芸高田市

○呉市

○鳥取県北栄町



応急給水活動
（６）住民等への聴き取り

被災者があまり来られなかった応急給水場所において聴き
取りを実施

○聴き取り結果

対象 結果

一般家庭 ・近所に井戸を所有している方がおら
れ、生活用水には困っていない

応急給水不要

工場 ・飲料水は自宅から持参、トイレ等は
山水を使用しており困っていない

応急給水不要



講演内容

○平成30年7月豪雨災害の概要

○水道施設の被害状況

○水道施設の復旧及び応急給水活動

○まとめ



教 訓
① 断水解消時期の公表

・ 被災後、しばらくの間、断水解消時期を公表できなかった。
→ 正確な断水解消時期の予測が困難でも、大まかな時期を早期に公表する。
→ 応急給水に従事する職員に対しても、住民からの質問に答えることができる
よう適切な情報提供を行う。

③ 配管材料のストック

・ 配管工事の材料調達方式を支給材料方
式としていることから、仮設配管に必要な
材料は、全て本市の材料置場にストックし
てあり、早期の断水解消に役立った。

材料置場

② 土木業者との連携

・ 土砂撤去、法面復旧等については、土木業
者からの支援で円滑に応急復旧を行うことが
できた。配管業者では施工が困難であるため、
土木業者との協力関係が必要。



今後の災害対策

１ ハード面の対策
管路の耐震化・相互連絡管の整備を引き続き確実に実施
２ ソフト面の対策
事故、災害の経験が少ない若手・中堅職員の災害対応能力の向上

（ＯＪＴ、防災訓練等の充実）

広島市

デルタ
市街地

山間地
広島市は、デルタ市街地から郊外へ放射状に

山間地が広がる地形の特性から、ポンプ所や

配水池等の施設が山間地に多く建設され、豪

雨災害による被害リスクが高い。

地震を主眼→ 豪雨災害も十分に配慮
出典：国土地理院




